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一　

は
じ
め
に

前
稿
一

に
お
い
て
建
築
学
専
攻
所
蔵
の
旧
備
品
台
帳
よ
り
旧
工
部
美
術
学
校

お
よ
び
工
部
大
学
校
所
蔵
品
に
該
当
す
る
項
目
を
紹
介
し
た
。
本
稿
は
最
終
回

と
し
て
、
工
科
大
学
時
代
の
所
蔵
資
料
を
中
心
と
す
る
項
目
を
紹
介
し
、
こ
れ

ら
旧
備
品
台
帳
項
目
よ
り
、
建
築
学
専
攻
に
お
け
る
備
品
群
の
成
立
過
程
を
整

理
し
た
い
。
な
お
、
建
築
学
専
攻
へ
と
引
き
継
が
れ
た
経
緯
、
旧
備
品
台
帳
の

説
明
に
関
し
て
は
、
前
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二　

工
科
大
学
の
設
置
と
造
家
学
科
の
名
称
変
更

ま
ず
始
め
に
簡
単
に
工
科
大
学
の
成
立
過
程
を
簡
単
に
整
理
し
た
い
二

。
明

治
一
九
年
、
帝
国
大
学
令
交
付
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
工
科
大
学
は
、
工
部
省
の

教
育
機
関
で
あ
っ
た
工
部
大
学
校
と
文
部
省
管
轄
の
教
育
機
関
で
あ
る
東
京
大

学
理
学
部
の
二
つ
の
系
統
の
学
校
が
統
合
さ
れ
発
足
す
る
。
両
校
で
は
一
部
で

重
複
す
る
専
門
教
育
を
行
っ
て
お
り
、
東
京
大
学
理
学
部
に
お
い
て
重
複
す
る

学
科
を
理
学
部
よ
り
工
芸
学
部
と
し
て
独
立
さ
せ
（
明
治
一
八
年
一
二
月
）、

一
方
の
工
部
大
学
校
も
同
年
に
文
部
省
へ
移
管
し
、
両
校
が
統
合
す
る
形
で
翌

一
九
年
三
月
に
帝
国
大
学
工
科
大
学
が
発
足
す
る
。
そ
の
後
、
東
京
帝
国
大
学

工
科
大
学
、
工
学
部
と
約
三
〇
年
の
間
に
も
次
々
と
組
織
が
改
編
さ
れ
て
ゆ
く

が
、
同
時
期
に
学
科
組
織
も
分
割
、
統
合
、
新
設
が
行
わ
れ
、
結
果
、
造
家
学

科
（
の
ち
の
建
築
学
科
）、
電
気
工
学
科
の
み
が
学
科
の
改
編
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
造
家
学
科
で
あ
る
が
、
現
在
の
建
築
学
科
へ
と
明

治
三
一
年
に
名
称
変
更
が
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
前
年
の
造
家
学
会
が
建
築
学

会
へ
の
名
称
変
更
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
る
三

。
こ
の
名
称
変
更
の
経
緯
に
関

し
て
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
別
稿
に
改
め
た
い
。

三　

目
録
の
紹
介

本
稿
で
は
、『
旧
備
品
台
帳
』
よ
り
工
科
大
学
時
代
に
成
立
し
た
項
目
で
あ

る
「
セ
」
印
「
見
取
図
標
本
」
を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。

（
一
）
見
取
図
標
本

「
セ
」
印
「
見
取
図
標
本
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
二
四
年
九
月
二
九
日
付
よ
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二

り
昭
和
一
二
年
七
月
六
日
付
ま
で
、
ほ
ぼ
毎
年
の
よ
う
に
登
録
が
続
き
、
備
品

番
号
は
一
〇
九
四
に
及
ぶ
。
先
に
紹
介
し
た
「
ミ
」
印
「
画
手
本
標
本
」、「
シ
」

印
「
芸
術
参
考
標
本
」
四

と
比
較
す
る
と
、
建
築
に
直
接
関
係
す
る
図
が
多
く
、

ま
た
登
録
年
が
明
治
二
四
年
か
ら
と
、
先
に
紹
介
し
た
項
目
に
比
べ
二
年
ほ
ど

遅
れ
登
録
が
始
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
こ
の
旧
備
品
台
帳
へ
の
記
載
が

始
め
ら
れ
た
明
治
二
二
年
四
月
一
日
の
時
点
で
登
録
さ
れ
た
備
品
は
大
半
が
工

部
大
学
校
、
工
部
美
術
学
校
時
代
の
旧
備
品
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
て
い
る

が
、
こ
の
登
録
開
始
時
期
か
ら
も
、「
セ
」
印
「
見
取
図
標
本
」
は
工
科
大
学

時
代
に
新
た
に
納
品
さ
れ
た
備
品
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。事
実
、

本
項
目
は
一
部
を
除
き
現
存
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
は
「
工
学
寮
」

「
工
部
大
学
校
」「
工
部
美
術
学
校
」
な
ど
の
所
蔵
印
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
こ

の
現
存
物
の
内
容
を
目
録
と
対
照
し
つ
つ
確
認
す
る
と
、
①
彩
色
図
、
②
実
測

図
、
③
模
写
図
、
④
絵
巻
・
大
工
技
術
図
の
四
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
で
具
体
的
な
標
本
を
紹
介
し
つ
つ
、
特
徴
的
な
彩
色
図
、
実
測
図
、
模
写

図
の
三
種
に
関
し
て
、
検
討
を
行
い
た
い
。

①
彩
色
図

明
治
二
四
年
九
月
登
録
の
「
セ　

1
」
よ
り
明
治
三
三
年
一
月
二
六
日
登
録

の
「
セ　

369
」
ま
で
の
大
半
が
彩
色
図
に
該
当
す
る
。
現
存
物
を
確
認
す
る
と
、

多
く
の
彩
色
図
に
署
名
が
さ
れ
て
お
り
、学
生
の
製
作
品
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

ま
た
、
登
録
年
と
作
成
年
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お
ら
ず
、
後
に
経
本
綴
に
編

集
の
上
登
録
さ
れ
て
い
る
。
彩
色
図
の
対
象
は
、
京
都
奈
良
の
ほ
か
、
増
上
寺
、

上
野
東
照
宮
、
日
光
東
照
宮
等
の
建
築
や
彫
刻
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
建
築
学
科

で
行
わ
れ
た
建
築
見
学
実
習
で
製
作
さ
れ
た
写
生
図
と
想
定
さ
れ
る
。
現
在
な

大正 14
1925

大正 9
1920

大正 4
1915

明治 43
1910

明治 38
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明治 33
1900

明治 28
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明治 23
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明治 18
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明治 13
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明治８
1875

工学寮 工部大学校

帝国大学工科大学 東京帝国大学工科大学 東京帝国大学工学部

東京大学理学部
　　→工芸学部

東京開成学校

開成学校

工学寮美術校工部美術学校

土
木
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造
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造
兵
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火
薬
学

(

機
械
工
学)

(

土
木
工
学)

(

附
属
造
船
学)

電
気
工
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地
質
学
及
採
鉱
学

化
学
及
物
理
学

採
鉱
冶
金
学

地
質
学

建
築
学

航
空
学

採
鉱
及
冶
金
学

応
用
化
学

採
鉱
学

冶
金
学

鉱
山
学
鉱
山
及
冶
金
学

機
械
工
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土
木
工
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造
船
学

造
家
学

電
気
工
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工
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学

       図 1　明治・大正期における工部大学校関係組織の編成（筆者作成）
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お
こ
の
見
学
実
習
は
建
築
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
存
在
す
る
が
、
当
時
の
見

学
実
習
は
多
く
の
時
間
を
実
習
に
費
や
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
見
学
実
習
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
記
録
が
残
る
伊
東
忠
太
の
日
記
五

を

元
に
紹
介
し
た
い
六

。
年
度
代
わ
り
の
夏
期
休
暇
期
間
、
一
年
次
で
は
日
光
方 

面
、
二
年
次
で
は
京
都
奈
良
方
面
の
建
築
見
学
実
習
が
行
わ
れ
た
七

。
ほ
ぼ
同

時
期
に
行
わ
れ
た
両
実
習
で
あ
る
が
、
伊
東
の
日
記
に
よ
る
と
、
日
光
へ
は
中

村
達
太
郎
が
、
京
都
奈
良
へ
は
木
子
清
敬
が
引
率
を
し
た
こ
と
が
解
る
。
さ
ら

に
現
存
す
る
彩
色
図
を
確
認
す
る
と
、
二
年
次
の
京
都
奈
良
見
学
実
習
は
建
築

内
外
の
ス
ケ
ッ
チ
、
透
視
図
の
ほ
か
建
築
意
匠
で
特
徴
的
な
蟇
股
、
組
物
な
ど

が
大
半
を
占
め
る
が
、
一
方
の
一
年
次
末
に
行
わ
れ
た
日
光
見
学
実
習
の
図
は

彩
色
文
様
の
模
写
図
が
多
く
、
建
築
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
文
様
図
案
の
実
習

で
あ
る
と
い
う
感
が
否
め
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
様
彩
色
図
を
な
ぜ
建
築
学
科

の
学
生
に
描
か
せ
て
い
た
の
か
検
討
す
る
上
で
、
当
時
の
日
光
東
照
宮
の
状
況

を
確
認
し
た
い
。

明
治
期
の
日
光

と
い
え
ば
、
東
照

宮
を
始
め
と
す
る

建
築
群
の
明
治
修

理
が
思
い
起
こ
さ

れ
る
。
明
治
維
新

以
降
修
繕
費
の
目

処
も
な
く
維
持
す

ら
危
ぶ
ま
れ
た
日

光
の
復
興
を
求
め
、
明
治
一
二
年
保
晃
会
が
設
立
さ
れ
る
。
先
行
研
究
に
よ
る

と
八

、
当
初
は
予
算
不
足
か
ら
土
台
柱
な
ど
の
雨
露
に
よ
る
腐
敗
箇
所
修
理
の

み
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
〇
年
に
は
「
彩
色
彫
刻
等
ヲ
模
写
シ
修
繕
ノ

模
範
ニ
供
ス
ル
事
」
を
決
定
す
る
。
そ
の
後
、
明
治
二
六
年
の
修
繕
調
査
委
員

の
任
命
、
二
七
年
に
は
保
晃
会
か
ら
日
本
漆
工
会
と
東
京
美
術
学
校
へ
の
調
査

依
頼
が
な
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
工
科
大
学
関
係
者
と
こ
の
修
理
事
業
に

は
接
点
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
後
、
明
治
二
九
年
に
は
当
時
工
科
大
学
講
師
で

あ
っ
た
木
子
清
敬
に
対
し
建
築
実
測
調
査
依
頼
が
な
さ
れ
、
木
子
は
当
時
大
学

院
生
で
あ
っ
た
塚
本
靖
と
大
沢
三
之
助
を
派
遣
す
る
こ
と
と
な
る
。
現
存
す
る

日
光
文
様
彩
色
図
を
確
認
す
る
と
、
明
治
二
四
年
か
ら
三
四
年
に
製
作
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
こ
の
一

連
の
修
理
事
業
と
同
時

期
に
進
め
ら
れ
て
い
る

と
言
え
る
。
し
か
し
、

工
科
大
学
学
生
が
製
作

し
た
彩
色
図
は
こ
の
修

理
事
業
に
関
連
す
る
と

は
考
え
に
く
く
、
あ
く

ま
で
も
文
様
学
習
の
た

め
に
製
作
さ
れ
た
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。

図 2　「セ 33　日光山各廟社装飾図」
　　　東照宮奥院ノ飾『日光山各廟
　　　社装飾図其一』（塚本靖、明治　
　　　24 年 7 月 24 日）（01_026）

図 3　「セ 275　各府県ニ関スル見取図」　日光山各廟
　　　社装飾図」京都御所内御茶室聴雪『各府県見取図』
　　　（野口孫市、明治 26 年 7 月 20 日）（01_068）



四

②
実
測
図

先
に
紹
介
し
た
彩
色
図
が
装
飾
に
重
点
を
置
か
れ
た
図
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
次
に
紹
介
す
る
実
測
図
と
は
平
面
図
、
立
面
図
、
断
面
図
と
い
っ
た
い
わ

ゆ
る
建
築
図
で
あ
る
。
備
品
登
録
が
最
も
早
い
も
の
は
明
治
三
一
年
八
月
に
保

岡
勝
也
、
日
高
胖
ら
に
よ
っ
て
恐
ら
く
は
見
学
実
習
時
に
実
測
さ
れ
た
「
セ
340

実
測
図
（
二
条
城
）」（
明
治
三
二
年
三
月
一
〇
日
登
録
）
で
あ
る
が
、
彩
色
図

同
様
制
作
年
と
登
録
年
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
お
ら
ず
、
現
存
物
の
う
ち
制
作

年
が
判
明
し
て
い
る
も
の
で
一
番
古
い
実
測
図
は
明
治
二
八
年
八
月
の
図
が
確

認
で
き
る
九

。
ま
た
先
の
彩
色
図
は
大
半
が
学
生
の
実
習
作
で
あ
る
の
に
対
し
、

現
存
物
の
う
ち
学
生
の
署
名
が
あ
る
図
の
大
部
分
は
備
品
番
号
が
付
さ
れ
て
お

ら
ず
、
備
品
と
は
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
解
る
一
〇

。

そ
も
そ
も
大
学
に
お
け
る
実
測
図
作
成
の
始
ま
り
は
、
伊
東
忠
太
が
明
治

二
六
年
四
月
に
行
っ
た
法
隆
寺
実
測
調
査
と
言
わ
れ
て
い
る
一
一

。
こ
れ
は
火
災

焼
失
等
を
危
惧
し
て
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
工
科
大
学
教
授
で
あ
っ
た
辰
野
金

吾
の
奨
励
の
も
と
進
め
ら
れ
た
一
二

。
そ
の
後
辰
野
金
吾
の
提
案
、
も
し
く
は
大

学
院
生
で
あ
っ
た
伊
東
の
助
言
を
受
け
て
か
、
翌
年
の
明
治
二
七
年
に
は
二
年

次
の
建
築
見
学
実
習
に
お
い
て
関
野
貞
が
平
等
院
鳳
凰
堂
を
実
測
し
て
い
る
一
三

。

恐
ら
く
は
こ
の
年
の
見
学
実
習
よ
り
実
測
調
査
が
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
ろ

う
。
関
野
に
よ
る
と
こ
の
実
測
調
査
に
二
五
日
を
費
や
し
て
お
り
、
伊
東
の
法

隆
寺
金
堂
実
測
同
様
、
本
格
的
な
実
測
調
査
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
先
に
述

べ
た
と
お
り
、
二
年
次
の
見
学
実
習
に
は
講
師
で
あ
っ
た
木
子
清
敬
が
同
行
し

て
お
り
、
伊
東
に
「
寸
法
博
士
」
と
評
さ
れ
る
一
四

ほ
ど
に
建
築
構
造
や
部
材
、

木
割
に
明
る
い
木
子
が
こ
の
実
測
調
査
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
想

像
に
難
く
な
い
。

同
時
期
に
は
明
治
三
〇
年
の
古
社
寺
保
存
法
公
布
に
よ
り
古
建
築
修
理
が
始

め
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
内
務
省
の
指
導
の
下
、
二
種
の
実
測
図
が
作
成
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
一
五

。
一
方
は
古
社
寺
保
存
法
に
よ
り
認
定
さ
れ
た
全
国
の
特

別
保
護
建
造
物
の
実
測
図
で
あ
り
、他
方
は
修
理
工
事
に
伴
う
実
測
図
で
あ
る
。

前
者
が
指
定
説
明
を
補
い
、
対
象
建
造
物
が
ど
の
よ
う
な
建
築
か
目
録
化
す
る

た
め
の
実
測
図
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
修
理
工
事
を
行
う
に
当
た
り
、
破

損
状
況
の
把
握
、
修
理
方
針
の
検
討
を
す
る
た
め
の
実
測
図
で
あ
っ
た
。
つ
ま

り
、こ
の
古
社
寺
保
存
事
業
の
祭
に
作
成
さ
れ
る
実
測
図
よ
り
も
早
い
段
階
で
、

工
科
大
学
に
お
い
て
実
測
図
は
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
解
る
。
古

社
寺
保
存
の
際
の
実
測
図
は
工
科
大
学
出
身
の
内
務
技
師
伊
東
忠
太
一
六

、
関
野

貞
一
七

の
も
と
作
成
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
古
社
寺
保
存
に
か
か
る
実
測

図
作
成
の
前
史
と
考
え
て
み
て
も
、
工
科
大
学
で
行
わ
れ
た
見
学
実
習
時
の
実

測
図
作
成
は
有
効
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
実
測
図
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
明
治
三
四
年
一
〇
月
三
〇
日
に
納

め
ら
れ
た
「
セ
370　

法
隆
寺
平
面
図
」
か
ら
「
セ
381　

二
条
城
断
面
図
」
の
一

連
の
実
測
図
で
あ
ろ
う
。
現
在
、「
セ
375　

鳳
凰
堂
断
面
図
」
を
除
き
、
四
建

築
十
一
枚
の
図
面
が
現
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
幅
一
五
〇
セ
ン
チ
以
上
の

着
彩
さ
れ
た
図
面
を
絹
本
軸
装
し
て
お
り
、
さ
ら
に
図
面
の
室
名
表
記
は
す

べ
て
英
語
、
も
し
く
は
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
て
お
り
、
各
図
面
の
右
下
に
は

「M
EA

SU
RED

 A
N

D
 D

RA
W

N
 BY

 A
RCH

IT
ECT

U
RE ST

U
D

EN
T

S, 

T
O

K
Y

O
 IM

PERIA
L U

N
IV

ERSIT
Y

 .

」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
図
面
十
二
点
は
一
九
〇
〇
年
開
催
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
の
第
一
部
教
育
部
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旧
工
科
大
学
所
蔵
資
料

に
出
品
さ
れ
た
図
面
で
あ

る
こ
と
が
解
る
一
八

。
こ
の

博
覧
会
へ
は
、
工
科
大
学

よ
り
計
三
二
点
の
出
品
が

な
さ
れ
る
が
、
こ
の
工
科

大
学
の
取
扱
主
任
官
は
中

村
達
太
郎
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
博
覧
会
へ
の
出
品

物
の
選
定
に
は
中
村
の
意

向
が
働
い
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
本
実
測
図
は
一
一
月

に
会
期
終
了
後
、
日
本
へ

輸
送
さ
れ
、
工
科
大
学
の

備
品
と
し
て
登
録
さ
れ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
他
の
旧
備
品
台
帳
と
現
存
物
双
方
を
確
認
す
る
と
、
学
生
の
実
習
製
作

で
あ
る
と
確
認
で
き
る
実
測
図
は
明
治
三
九
年
ま
で
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
こ
の

頃
に
は
見
学
実
習
で
の
実
測
図
作
成
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

旧
備
品
台
帳
に
お
い
て
も
、
見
取
図
標
本
の
項
目
で
実
測
図
が
纏
ま
っ
て
登
録

さ
れ
て
い
る
の
は
明
治
三
八
年
三
月
登
録
の
「
セ
382-

493　

古
社
寺
実
測
図
」

以
降
で
あ
り
、
こ
の
頃
よ
り
実
測
図
の
位
置
づ
け
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
当
初
は
自
ら
が
図
面
を
描
く
こ
と
で
建
築
を
理
解
す
る
事
を
目
的
と

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
物
で
あ
る
実
測
図
は
い
わ
ば
副
産
物
で
し
か
な
か
っ
た

が
、
明
治
三
〇

年
代
後
半
に
な

る
と
、
実
測
を

す
る
事
で
建
築

を
理
解
す
る
と

言
う
当
初
の
目

的
は
薄
ま
り
、

実
測
図
を
見
る

こ
と
で
建
築
を

理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

想
定
で
き
る
。
事
実
、
昭
和

に
入
る
頃
に
は
実
測
図
作
成

の
プ
ロ
と
も
言
え
る
文
化
財

建
造
物
修
理
技
師
で
あ
る
村

上
義
雄
、
乾
兼
松
等
よ
り
図

面
を
購
入
し
て
お
り
、
さ
ら

に
は
図
工
を
雇
い
実
測
図
を

増
や
し
て
ゆ
く
。
同
様
の
実

測
図
は
「
特
別
保
護
建
築
図
」

と
し
て
東
京
美
術
学
校
に
お

い
て
も
明
治
四
一
年
に
購
入

さ
れ
て
お
り
一
九

、
図
面
と
し

て
実
測
図
の
位
置
付
け
が
確

図 5　「大和大毫寺多宝塔実測図　明治
　　　29 年 8 月 19 日実測并製図　工
　　　科大学造家学科学生武田五一、
　　　山口孝吉、松室重光」

図 6　「セ 1000　法隆寺伝法堂実測図」法隆寺伝法堂詳細
　　　図（村上義雄）

図 4　1900 年巴里万国博覧会第 13 部教育及学術用具日本部
　　　（『千九百年巴里万国博覧会臨時博覧会事務局報告』より）
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定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

③
模
写
図

先
に
分
類
し
た
「
彩
色
図
」
が
一
部
の
文
様
や
ス
ケ
ッ
チ
図
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
こ
こ
で
分
類
す
る
模
写
図
は
大
半
が
実
寸
大
で
あ
り
、
か
つ
絵
画
、
図

案
を
専
門
と
す
る
学
外
者
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
図
を
指
す
。
ま
た
、
彩
色
図
が

本
来
あ
る
べ
き
理
想
状
態
を
描
い
て
い
る
の
に
対
し
、
模
写
図
は
欠
損
、
剥
離
、

汚
れ
な
ど
の
現
状
を
そ
の
ま
ま
描
い
た
図
で
あ
る
。

近
代
日
本
に
お
い
て
国
家
的
に
模
写
事
業
が
進
め
ら
れ
た
背
景
に
は
、
明
治

初
年
の
廃
仏
毀
釈
と
海
外
流
出
に
よ
り
危
機
的
状
況
に
置
か
れ
た
文
物
を
保
護

す
る
た
め
に
布
告
さ
れ
た
「
古
器
旧
物
保
存
方
」、
後
に
制
定
さ
れ
た
「
古
社

寺
保
存
法
」
と
深
く
関
わ
る
と
言
え
る
。
先
行
研
究
に
よ
る
と
二
〇

、博
物
館
（
現

東
京
国
立
博
物
館
）
に
お
い
て
模
写
事
業
自
体
は
明
治
一
〇
年
代
よ
り
進
め
ら

れ
て
い
た
が
、
殖
産
興
業
振
興
を
目
的
と
す
る
意
味
合
い
が
強
く
、
よ
り
保
存

が
意
識
さ
れ
た
の
は
博
物
館
が
宮
内
省
移
管
と
な
り
明
治
二
二
年
に
帝
国
博
物

館
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
と
い
う
。
当
時
帝
国
博
物
館
美
術
部
長
東
京
美
術
学
校

校
長
を
兼
務
し
て
い
た
岡
倉
天
心
は
、
こ
の
模
写
事
業
を
美
術
学
校
や
諸
工
芸

学
校
の
生
徒
等
が
行
う
こ
と
と
規
定
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
模
写

が
作
成
さ
れ
、現
在
な
お
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵
す
る
所
以
で
あ
る
と
い
う
。

東
京
芸
術
大
学
も
多
数
の
模
写
を
所
蔵
す
る
が
二
一

、
同
様
の
理
由
か
ら
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
工
科
大
学
で
所
蔵
す
る
模
写
図
は
、
こ
れ
ら
の
模
写
図
と
は
異
に

す
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
三
九
年
三
月
に
登
録
さ
れ
た
「
セ
561-

582　

鳳
凰
堂
内
部
装
飾
」
は
澤

部
清
五
郎
の
模
写
で
あ
り
、
二
二
点
の
模
写
図
が
一
四
巻
の
巻
子
に
纏
め
ら
れ

て
い
る
。
各
模
写
図
に
は
武
田
五
一
の
朱
文
方
印
と
と
も
に「
澤
部
瑞
渓
模
写
」

の
墨
書
が
あ
る
。
工
科
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
武
田
五
一
は
二
年
以
上
に
わ
た

る
欧
州
旅
行
か
ら
帰
国
後
、
明
治
三
六
年
に
京
都
高
等
工
芸
学
校
（
現
京
都
工

芸
繊
維
大
学
）
主
任
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
武
田
は
明
治
三
七
年
に
は
京
都
府
技

師
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
鹿
苑
寺
金
閣
、
平
等
院
鳳
凰
堂
修
理
事
業
に
技

師
と
し
て
関
わ
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
の
京
都
出
身
の
澤
部
清
五
郎
は
画
学
校

な
ど
に
通
う
こ
と
な
く
旧
来
の
徒
弟
門
下
で
日
本
画
を
学
ん
で
い
た
が
、
紹
介

に
よ
り
二
代
・
川
島
甚
兵
衛
の
依
頼
に
よ
り
模
写
を
請
け
負
い
、
画
才
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
で
、
川
島
織
場
の
図
案
製
作
を
中
心
に
活
躍
し
た
。
模
写
作
成
当

時
は
二
一
歳
で
あ
り
、
美
術
学
校
や
画
学
校
に
は
属
し
て
い
な
い
澤
部
が
ど
の

よ
う
な
経
緯
か
ら
武
田
の
依
頼
を
受
け
、
模
写
図
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

恐
ら
く
は
川
島
を
通
し
て
京
都
高
等
工
芸
学
校
教
授
で
あ
っ
た
浅
井
忠
と
も
面

識
を
持
ち
、
そ
の
浅
井
を
介
し
て
武
田
と
知
り
合
う
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
あ
く
ま
で
も
建
造
物
の
修
理
技
師
と
し
て
指
揮
を
執
っ
て
い
た
武
田
で

は
あ
る
が
、
明
治
三
八
年
五
月
に
澤
部
と
杉
浦
香
峰
に
天
井
壁
画
等
の
調
査
を

委
嘱
し
、
さ
ら
に
翌
三
九
年
に
は
も
う
一
つ
の
担
当
現
場
で
あ
る
鹿
苑
寺
金
閣

の
天
井
画
調
査
を
澤
部
に
委
嘱
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
模
写
図
は
京
都
高
等
工

芸
学
校
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
澤
部
の
略
年
譜
に
よ
る
と
、
明
治
三
九
年
三
月

に
も
鳳
凰
堂
模
写
図
を
納
め
て
い
る
が
二
二

、
こ
の
模
写
図
こ
そ
が
建
築
学
専
攻

所
蔵
の
「
鳳
凰
堂
内
部
装
飾
」
で
あ
る
。
こ
の
東
大
所
蔵
模
写
図
を
京
都
工
芸

繊
維
大
学
所
蔵
の
模
写
図
と
比
較
す
る
と
、
側
面
扉
絵
三
点
の
み
が
重
複
し
て

お
り
、
そ
の
三
点
に
は
「
複
模
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
所
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築
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台
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旧
工
科
大
学
所
蔵
資
料

蔵
模
写
は
京
都
工
芸
繊
維
大

学
所
蔵
模
写
の
複
本
で
あ
る

こ
と
が
解
る
。
ま
た
、
京
都 

工
芸
繊
維
大
学
模
写
が
扉
絵

の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
東

大
建
築
模
写
は
壁
画
の
う

ち
、
建
物
が
描
か
れ
て
い
る

部
分
や
柱
や
無
目
、
梁
の
文

様
な
ど
の
模
写
図
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
建
築
教
材
と

し
て
の
性
質
が
強
い
模
写
図

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
平
等
院
模
写
図
を
始

ま
り
と
し
て
、
明
治
四
一
年
の
室
生
寺
金
堂
、
四
二
年
の
興
福
寺
三
重
塔
、
北

円
堂
、
富
貴
寺
、
四
五
年
の
栄
山
寺
八
角
堂
の
模
写
図
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
小
場
恒
吉
の
手
に
よ
り
二
三

、
そ
し
て
こ
の
模
写
製
作
を
依
頼

し
た
の
は
関
野
貞
と
想
定
さ
れ
る
。
関
野
は
、
武
田
の
留
学
に
伴
う
後
任
人
事

で
、
明
治
三
四
年
九
月
に
奈
良
県
技
師
を
辞
し
工
科
大
学
助
教
授
と
な
る
が
、

明
治
四
一
年
以
降
、
矢
継
ぎ
早
に
模
写
図
を
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
こ

こ
で
、
関
野
自
身
が
い
つ
か
ら
模
写
図
製
作
の
重
要
性
を
認
識
し
た
の
か
考
え

て
み
る
と
、
自
ら
が
修
理
技
師
と
し
て
現
場
に
赴
任
し
て
い
た
時
期
に
は
模
写

図
を
作
成
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
恐
ら
く
は
当

初
は
模
写
図
の
必
要
性
を
感
じ
て
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
の
、
後

に
模
写
図
製
作
を
依
頼
す
る
小
場
自
身
は
、
美
術
学
校
在
学
中
の
明
治
三
四
年

に
は
東
大
寺
三
月
堂
の
仏
像
復
元
模
写
、
三
五
年
に
は
後
に
澤
部
が
模
写
し
京

都
高
等
工
芸
学
校
と
工
科
大
学
へ
納
め
た
鳳
凰
堂
阿
弥
陀
来
迎
図（
南
面
扉
絵
）

の
模
写
を
自
発
的
に
行
っ
て
お
り
、
東
京
美
術
学
校
図
案
科
一
期
生
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
も
、
模
写
行
為
に
対
す
る
関
心
は
学
生
時
代
よ
り
高
か
っ
た
こ
と
が

解
る
。も
し
早
い
段
階
で
関
野
が
模
写
図
の
重
要
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
れ
ば
、

先
に
述
べ
た
と
お
り
博
物
館
に
お
け
る
模
写
事
業
を
引
き
受
け
て
い
た
美
術
学

校
の
正
木
直
彦
を
介
し
、
自
発
的
に
模
写
を
行
っ
て
い
た
小
場
に
依
頼
す
る
こ

と
は
容
易
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
実
、

小
場
の
手
に
よ
る
鳳
凰
堂
模
写
は
明
治
三
七
年
三
月
に
東
京
美
術
学
校
が
購
入

し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
武
田
の
鳳
凰
堂
修
理
の
際
に
製
作
さ
れ
た
澤

部
に
よ
る
鳳
凰
堂
模
写
が
契
機
と
な
り
工
科
大
学
に
お
け
る
模
写
図
の
蒐
集
を

始
め
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

小
場
恒
吉
は
明
治
三
六
年
東
京
美
術
学
校
図
案
科
卒
業
後
、
故
郷
秋
田
の
工

業
高
校
で
教
員
と
な
る
が
、
明
治
四
一
年
に
は
東
京
に
戻
り
、
東
京
美
術
学
校

図 8　「セ 636　興福寺北円堂格
　　　天井其他装飾」（小場恒吉）

図 7　「セ 569　鳳凰堂内部装飾」下品上生図（往生者の家）
　　　複模本（澤部清五郎）



八

表１　旧備品台帳「セ 見取図標本」内日本建築模写図及び東京芸術大学
大学美術館所蔵小場恒吉日本建築模写図一覧

名　　　称 点数 作　者 納　入　年 備　品　番　号 現　所　蔵
鳳凰堂内部装飾図 1 小場恒吉 M37.3.19 建築 -79 芸大美
鳳凰堂内部装飾図 1 小場恒吉 M37.3.19 建築 -80 芸大美
鳳凰堂内部装飾 22 澤部清五郎 M39.3.9 セ 561-582 東大建築
橘夫人厨子壁画及台座模様写シ 3（不明） M40.11.29 セ 627-629 東大建築
法隆寺金堂天蓋模様 36（不明） M40.3.14 セ 584-619 東大建築
法隆寺虚空蔵光背模様 2（不明） M40.3.14 セ 620-621 東大建築
法隆寺橘夫人厨子壁画及台座模様写シ 5（不明） M40.3.14 セ 622-626 東大建築
室生寺金堂壁画写シ 5（不明） M41.11.19 セ 630-634 東大建築
興福寺三重塔内陣装飾 1 小場恒吉 M42.11.24 セ 635 東大建築
興福寺北円堂格天井其他装飾 1 小場恒吉 M42.11.24 セ 636 東大建築
興福寺北円堂蟇股装飾 1 小場恒吉 M42.11.24 セ 637 東大建築
富貴寺壁画 1 小場恒吉 M42.11.24 セ 638 東大建築
富貴寺長押及鴨居装飾 1 小場恒吉 M42.11.24 セ 639 東大建築
富貴寺小壁ノ画 1 小場恒吉 M43.3.8 セ 640 東大建築
室生寺金堂　地蔵菩薩光背模様 1 小場恒吉 M43.6 東洋画模本 -3771 芸大美
室生寺金堂　釈迦及文殊蓮弁之図 1 小場恒吉 M43.6 東洋画模本 -3772 芸大美
室生寺金堂　帝釈曼荼羅 1 小場恒吉 M43.6 東洋画模本 -3773 芸大美
室生寺金堂　本尊釈迦光背 1 小場恒吉 M43.6 東洋画模本 -3774 芸大美
河内観心寺如意輪観音蓮弁之図 1 小場恒吉 M43.6 東洋画模本 -2954 芸大美
栄山寺八角円堂貫及天蓋模様 3 小場恒吉 M45.2.5 セ 685-687 東大建築
法隆寺金堂内虚空蔵并光背模様 1 小場恒吉 M45.2.5 セ 688 東大建築
法隆寺玉虫厨子模様 1 小場恒吉 M45.2.5 セ 689 東大建築
薬師寺四天王文様 1 小場恒吉 M45.2.5 セ 690 東大建築

『東京芸術大学大学美術館蔵品目録』東京芸術大学美術館および
『旧備品台帳』東京大学大学院工学系研究科建築学科専攻より作成

図
案
科
助
手
と
な
る
。
明
治
四
〇
年
よ
り
東
京
美
術
学
校
で
の
講
師
を
再
開
し

て
い
た
関
野
は
小
場
に
出
会
い
、
模
写
製
作
を
委
嘱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も

し
く
は
そ
れ
以
前
よ
り
模
写
の
適
任
者
で
あ
る
小
場
が
戻
る
こ
と
を
待
ち
望
ん

で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
時
に
製
作
さ
れ
た
模
写
は
ど
れ
も
奈
良
県
内

の
修
理
中
の
建
造
物
で
あ
り
、
明
治
二
九
年
よ
り
工
科
大
学
に
着
任
す
る
ま
で

自
ら
が
技
師
と
し
て
指
揮
し
、
後
任
者
の
天
沼
俊
一
が
担
当
す
る
修
理
現
場
で

あ
っ
た
。

こ
の
関
野
と
小
場
と
の
関
係
が
、
後
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
高
句
麗
古
墳
群

の
壁
画
模
写
へ
と
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。
明
治
四
二
年
よ
り
朝
鮮
総
督
府
（
当

時
は
度
支
部
）
の
委
嘱
に
よ
り
古
蹟
調
査
を
行
っ
て
い
た
関
野
は
、地
元
民
や
、

東
京
美
術
学
校
で
の
教
え
子
で
あ
る
太
田
福
蔵
の
話
か
ら
高
句
麗
古
墳
の
存
在

を
確
信
し
、
大
正
元
年
に
初
め
て
高
句
麗
壁
画
古
墳
調
査
を
行
う
。
こ
の
際
に

模
写
担
当
と
し
て
同
行
し
た
の
が
、
古
墳

の
存
在
を
教
え
て
く
れ
た
太
田
福
蔵
と
日

本
国
内
の
模
写
製
作
を
通
し
て
全
幅
の
信

頼
を
置
い
て
い
た
小
場
恒
吉
だ
っ
た
。
こ

の
際
に
作
成
さ
れ
た
模
写
は
す
べ
て
李
王

家
博
物
館
へ
と
納
め
ら
れ
て
い
る
が
二
四

、

作
成
途
中
の
下
絵
は
日
本
に
持
ち
帰
ら
れ

る
。
こ
の
下
絵
を
も
と
に
再
度
製
作
さ
れ

た
模
写
図
が
工
科
大
学
と
東
京
美
術
学
校

に
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
確
認
さ

れ
て
い
る
。
関
野
お
よ
び
小
場
が
調
査
を

図 9　「セ 931　朝鮮古墳壁画模本」江西中墓玄室 
         東壁青龍模写（小場恒吉）



九

工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵　

旧
備
品
台
帳
（
四
）　

旧
工
科
大
学
所
蔵
資
料

し
た
壁
画
古
墳
を
整
理
す
る
と
表
の
通
り
と
な
る
。
両
校
の
模
写
図
に
は
重
複

す
る
も
の
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
壁
画
模
写
図
が
工
科
大
学
と
東
京
美

術
学
校
で
振
り
分
け
が
行
わ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

当
初
は
関
野
の
嘱
託
で
始
め
ら
れ
た
小
場
の
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
古
墳
調
査

で
あ
っ
た
が
、
古
墳
調
査
専
従
を
切
望
す
る
ま
で
に
高
句
麗
古
墳
壁
画
の
魅
力

に
と
り
つ
か
れ
、
関
野
が
欧
州
旅
行
で
不
在
と
な
る
大
正
七
年
二
月
～
九
年
五

月
の
間
に
も
全
羅
南
道
羅
州
附
近
（
大
正
七
年
一
〇
月
）、
慶
尚
南
道
昌
寧
邑

校
洞
（
大
正
八
年
）
等
の
古
墳
調
査
を
続
け
る
。
さ
ら
に
は
、
大
正
五
年
の
発

掘
時
に
発
見
し
た
副
葬
品
で
あ
る
楽
浪
漆
器
二
五

に
も
関
心
を
抱
き
、
文
様
研
究

の
た
め
再
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
成
果
は
、
東
京
芸
術
大
学
に
『
楽
浪
時

代
漆
器
摸
様
図
解
』
と
題
す
る
経
本
綴
に
纏
め
納
め
ら
れ
て
い
る
二
六

。
現
在
確

認
が
さ
れ
て
い
な
い
が
「
セ
993　

朝
鮮
平
安
南
道
大
同
郡
大
同
江
面
古
墳
出
土

漆
器
文
様
模
写
」（
大
正
一
四
年
三
月
納
入
）
は
こ
の
芸
大
本
と
類
似
、
も
し

く
は
同
じ
内
容
の
模
写
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
二
）
正
倉
院
御
物
写
シ
巻
物

「
に
」
印
「
正
倉
院
御
物
写
シ
巻
物
」
と
分
類
さ
れ
、
明
治
三
九
年
八
月
六

日
付
で
八
巻
が
登
録
さ
れ
る
。
こ
の
正
倉
院
御
物
写
は
全
八
巻
現
存
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
先
行
研
究
二
七

に
お
い
て
森
川
杜
園
に
よ
り
明
治
五
年
か
ら
一
三
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
正
倉
院
宝
物
調
査
の
際
に
作
成
さ
れ
た
模
写
の
一
部
で
あ

り
、
杜
園
没
後
の
明
治
二
七
年
以
降
に
編
集
さ
れ
工
科
大
学
へ
納
め
ら
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
模
写
図
納
入
の
経
緯
は
、
未
だ
不
明
な
点

も
多
く
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
類
似
し
た
模
写
図
が
東
京

表２　関野貞による高句麗古墳調査及び模写図一覧

古　墳　名 調　査　年 調査者 模写年 作成者 日本での所蔵 備品番号 納入年月日
中央博所蔵

模写

江西大墓 1911（見学）
1912（発掘） 関野貞 1912/1913 小場恒吉・

太田福蔵 東大建築 セ 931 T3.3.28 ○ 5

江西中墓 1911（見学）
1912（発掘） 関野貞 1912/1913 小場恒吉・

太田福蔵 東大建築 セ 931 T3.3.28 ○ 1

肝城里蓮華塚 1912（発掘） 関野貞 1912 小場恒吉・
太田福蔵 ○ 1

梅山里狩塚 1913（発掘） 関野貞 1912/1913 太田福蔵・
小場恒吉 東大建築 セ 931 T3.3.28 ○ 6

花上里龕神塚 1913（発掘） 関野貞 1914 小場恒吉 芸大美 東洋画模本− 4092 T4.11.9 ○ 40
花上里星塚 1913（発掘） 関野貞 1914 小場恒吉 ○ 6
安城洞大塚 1913（発掘） 関野貞 1914 小場恒吉 芸大美 東洋画模本− 4093 T4.11.9 ○ 6

双楹塚 1913（発掘） 関野貞 1914 小場恒吉・
太田福蔵

芸大美・
東大建築

東洋画模本− 4094
～ 4107 セ 992・994

T4.11.9/
T14.3.25

○ 20

三室塚（集安） 1913（発掘） 関野貞
美人塚（集安） 1913（発掘） 関野貞
亀甲塚（集安） 1913（発掘） 関野貞
散蓮華塚（集安） 1913（発掘） 関野貞
鎧馬塚 1916（発掘） 関野貞 1917 小場恒吉 ○ 17
湖南里四神塚 1916（発掘） 関野貞 1917 小場恒吉
天王地神塚 1916（発掘） 関野貞 1917 小場恒吉 ○ 8

『高句麗古墳壁画模写図』所載リスト，国立公州博物館，2004年．
『高句麗古墳壁画−国立中央博物館所蔵模写図−』国立中央博物館，2006年．
早乙女雅博「高句麗壁画古墳の調査と保存」『関野貞アジア踏査』，2005年より作成



一
〇

芸
術
大
学
、東
京
国
立
博
物
館
で
確
認
さ
れ
て
い
る
二
八

。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、

明
治
三
〇
年
代
に
は
小
場
恒
吉
の
模
写
図
を
始
め
工
科
大
学
所
蔵
品
と
東
京
美

術
学
校
所
蔵
品
と
の
関
連
は
非
常
に
深
く
、
こ
れ
ら
他
機
関
の
模
写
図
と
の
関

連
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
本
模
写
図
の
来
歴
解
明
に
は
不
可
欠
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。

四　

建
築
学
専
攻
に
お
け
る
教
育
資
料
群
の
成
立
過
程

四
回
に
わ
た
り
、
旧
備
品
台
帳
の
い
く
つ
か
の
項
目
を
紹
介
し
、
各
項
目
の

特
徴
を
踏
ま
え
考
察
を
進
め
て
き
た
。
そ
こ
で
、
最
後
に
建
築
学
専
攻
の
教
育

資
料
の
成
立
過
程
を
総
括
し
た
い
。

従
来
よ
り
工
部
大
学
校
、
工
部
美
術
学
校
の
旧
蔵
品
が
工
科
大
学
へ
と
引
き

継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
事
実
、前
稿
で
紹
介
し
た
「
ヰ
」

印
「
美
術
石
膏
製
彫
刻
標
本
」、「
ノ
」
印
「
寒
水
石
彫
刻
標
本
」、「
ミ
」
印 

「
画
手
本
標
本
」、「
シ
」
印
「
芸
術
参
考
標
本
」
等
は
本
調
査
研
究
に
お
い
て

所
在
が
確
認
が
さ
れ
た
が
、
工
部
大
学
校
、
工
部
美
術
学
校
両
校
の
関
係
性
は

い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
こ
と
建
築
教
育
に
関
し
て
は
、
工
部
大
学
校
に
は

造
家
学
科
が
あ
り
、
工
部
美
術
学
校
の
彫
刻
科
が
建
築
装
飾
を
中
心
と
す
る
教

育
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
校
の
関
係
性
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

既
に
人
事
の
交
流
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
を
傍
証
す
る

よ
う
に
、
一
連
の
本
研
究
に
お
い
て
工
部
大
学
校
、
工
部
美
術
学
校
間
で
の
備

品
や
図
書
な
ど
の
貸
借
、
移
管
な
ど
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
両
校
の

開
校
期
間
に
は
、一
部
の
個
人
的
な
交
流
を
除
く
と
影
響
関
係
は
み
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
工
科
大
学
開
校
当
初
の
教
育
資
料
群
は
、
自
発
的
な
収
集
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
工
部
大
学
校
、
工
部
美
術
学
校
両
校
の
備
品

が
引
き
継
が
れ
再
編
成
さ
れ
た
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
意

向
を
反
映
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
結
果
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ

れ
ら
教
育
資
料
群
で
あ
る
が
、
同
時
期
の
教
育
内
容
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
事
や
便
覧
な
ど
の
公
式
記
録
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
ひ
と
つ
の
糸
口
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
更
な
る
資
料

調
査
と
検
討
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

一 

拙
稿
「
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
一
）
旧
工
部
美
術

学
校
資
料
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
八
号
、
平
成
二
二
年
、「
工
学
系
研
究

科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
二
）
旧
工
部
美
術
学
校
資
料
」『
東
京
大

学
史
紀
要
』
第
二
九
号
、
平
成
二
三
年
、「
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵

旧
備
品
台
帳
（
三
）
旧
工
部
大
学
校
資
料
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
三
〇
号
、

平
成
二
四
年
、
す
べ
て
東
京
大
学
史
史
料
室

二 

詳
細
は
『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
三
、
昭
和
六
二
年
、
東
京
大
学

三 

造
家
学
会
か
ら
建
築
学
会
へ
の
名
称
変
更
は
「「
造
家
」
か
ら
「
建
築
」
へ

学
会
命
名
・
改
名
の
顛
末
」『
建
築
雑
誌
』
一
四
一
〇
、
日
本
建
築
学
会
、
平

成
九
年
八
月
、pp.13-21

に
詳
し
い
。

四 

拙
稿
「
工
学
系
研
究
科
建
築
学
専
攻
所
蔵
旧
備
品
台
帳
（
二
）
旧
工
部
美
術

学
校
資
料
」『
東
京
大
学
史
紀
要
』
第
二
九
号
、
平
成
二
三
年

五

伊
東
忠
太
『
浮
世
の
旅
』
日
本
建
築
学
会
所
蔵
。
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一

工
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旧
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六

な
お
、
三
年
次
の
京
都
奈
良
見
学
旅
行
に
関
し
て
は
稲
葉
信
子
「
木
子
清
敬

の
帝
国
大
学
（
東
京
帝
国
大
学
）
に
お
け
る
日
本
建
築
授
業
に
つ
い
て
」『
日

本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
報
告
集
』
三
七
四
号
、
昭
和
六
二
年
四
月
で
紹
介
を

さ
れ
て
い
る
。

七 

現
存
模
写
図
に
は
署
名
、
日
付
の
ほ
か
、
九
月
よ
り
進
級
す
る
学
年
を
記
し

て
い
る
。

八 

水
漉
あ
ま
な
「
保
晃
会
の
建
造
物
保
存
に
つ
い
て
」『
日
本
建
築
学
会
大
会

学
術
講
演
梗
概
集
』
一
九
九
七
年
九
月

九 

明
治
二
八
年
八
月
の
実
測
図
は
東
大
寺
三
月
堂
（
福
岡
常
次
郎
、
当
時
工
科

大
学
二
年
）、
当
麻
寺
仁
王
門
（
鈴
木
禎
次
、
同
上
、
池
田
賢
太
郎
、
途
中
ま

で
在
学
）、
教
王
護
国
寺
五
重
塔
（
氏
名
記
載
無
し
）
で
あ
る
。

一
〇 

例
え
ば
明
治
二
九
年
七
月
～
八
月
に
工
科
大
学
二
年
の
武
田
五
一
、
山
口

孝
吉
、
松
室
重
光
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
実
測
図
と
し
て
、
百
毫
寺
多
宝
塔
、
法

起
寺
三
重
塔
、
東
大
寺
開
山
堂
、
南
禅
寺
三
門
が
現
存
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
図

面
に
は
備
品
番
号
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
備
品
登
録
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

一
一 

清
水
重
敦
「
建
造
物
記
録
保
存
の
系
譜
１　

保
存
図
」『A

0

の
記
憶　

―

文
化
財
建
造
物
保
存
図
―
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
図
録
三
九
号
、

平
成
一
四
年

一
二 

清
水
重
敦
「
伊
東
忠
太
と
「
日
本
建
築
」
保
存
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀

要
』
復
刻
四
五
号
、
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
平
成
二
〇
年
、pp.145-164

一
三 

関
野
貞
「
鳳
凰
堂
建
築
説
」『
建
築
雑
誌
』
一
〇
二
号
、
明
治
二
八
年
六
月

一
四 

前
掲
注
六
稲
葉
論
文

一
五 

古
社
寺
保
存
法
に
伴
う
実
測
図
作
成
に
関
し
て
は
、
前
掲
注
一
一
清
水
論

文
に
詳
し
い
。

一
六 

明
治
二
九
年
内
務
省
古
社
寺
保
存
会
設
置
に
伴
い
委
員
と
な
る
。

一
七 

明
治
三
六
年
よ
り
内
務
省
技
師
を
兼
任
す
る
。

一
八 

『
学
士
会
月
報
』
一
四
一
号
、
明
治
三
二
年
一
一
月
、
前
掲
注
一
一
清
水
論

文
参
照
。『
千
九
百
年
巴
里
万
国
博
覧
会
臨
時
博
覧
会
事
務
局
報
告
』
上
下
、

農
商
務
省
、
明
治
三
五
年

一
九 

『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録
図
案
・
デ
ザ
イ
ン 

建
築
』
東
京

芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
、
平
成
三
年

二
〇 

佐
藤
道
信
「
近
代
日
本
の
模
写
・
模
造
」『
模
写
・
模
造
と
日
本
美
術　

―

う
つ
す
・
ま
な
ぶ
・
つ
た
え
る
―
』
東
京
国
立
博
物
館
、
平
成
一
七
年

二
一 

『
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
品
目
録
東
洋
画
模
本
』
東
京
芸
術
大
学
芸

術
資
料
館
、
平
成
七
～
一
一
年

二
二『
絵
筆
の
ゆ
く
え　

イ
ン
テ
リ
ア
へ
の
道　

澤
部
清
五
郎
』
目
黒
区
美
術
館
、

京
都
府
京
都
文
化
博
物
館
、
平
成
四
年

二
三 

小
場
恒
吉
の
活
動
に
関
し
て
は
佐
々
木
榮
孝
『
紋
様
学
の
パ
イ
オ
ニ
ア
小

場
恒
吉
』
明
石
ゆ
り
、
平
成
一
七
年
に
詳
し
い
。

二
四 

早
乙
女
雅
博
「
高
句
麗
壁
画
古
墳
の
調
査
と
保
存
」『
関
野
貞
ア
ジ
ア
踏
査
』

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
平
成
一
七
年

二
五 
現
物
は
総
督
府
博
物
館
に
お
さ
め
ら
れ
た
。

二
六 

『
楽
浪
時
代
漆
器
模
様
図
解
』
と
し
て
平
成
二
〇
年
に
復
刻
本
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

二
七 

『
森
川
杜
園
『
正
倉
院
御
物
写
』
の
世
界
』
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究



一
二

科
建
築
学
専
攻
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
附
属
画
像
史
料
解
析
セ
ン
タ
ー
、
平

成
二
一
年

二
八 

原
瑛
莉
子
「
東
京
美
術
学
校
収
集
・
製
作
の
正
倉
院
宝
物
模
本
に
つ
い
て
」

『
正
倉
院
宝
物
の
近
代　

～
壬
申
検
査
か
ら
１
４
０
年
』
正
倉
院
学
術
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
二
〇
一
二
、
平
成
二
四
年
一
一
月
四
日

（
つ
の
だ　

ま
ゆ
み　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科　

建
築
学
専
攻
）
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表３ セ印 見取図標本

年　月　日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 24 年 9 月 29 日 セ 1 二条城松ノ間ノ図 1 5.800 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 2 二条城黒書院ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 3 二条城内御門ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 4 本願寺大広間ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 5 智恩院山門二階内部ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 6 芝文照院奥ノ院ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 7 芝文照院仕切間後面ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 8 芝文照院仕切間正面ノ図 1 5.100 
明治 24 年 9 月 29 日 セ 9 芝文照院拝殿入口ノ図 1 5.100 

明治 24 年 9 月 29 日 セ 10-49 日光山各廟社装飾図 40 23.400 ×折本六冊ノ内、
第一

明治 25 年 1 月 20 日 セ 50 芝猷照院回廊前面ノ図 1 見積
 5.100 

明治 25 年 1 月 20 日 セ 51 芝猷照院拝殿入口ノ図 1 見積
 5.100 

明治 25 年 1 月 20 日 セ 52-69 日光山各廟社装飾図 18 見積
 10.800 

×折本六冊ノ内、
第一

明治 25 年 2 月 4 日 セ 70-100 芝増上寺開山堂内廻リ装飾図 31 見積
 43.400 折本一冊 ○

明治 25 年 2 月 4 日
セ 101-
108

奈良法隆寺宝物ノ図 8 見積
 8.000 ○

明治 25 年 2 月 4 日 セ 109-
110 紀州高野山宝物ノ図 2 見積

 2.000 ○

明治 25 年 2 月 4 日 セ 111-
110 本願寺白書院金物ノ図 9 見積 

9.000 

明治 25 年 2 月 4 日
セ 120-
140

二条城各所格天井ノ図 21 見積
 21.000 ○

明治 25 年 9 月 27 日 セ 141-
200 日光山各廟社装飾図 60 30.000 折本六冊ノ内、第

二巻

明治 25 年 9 月 27 日 セ 201 日光東照宮拝殿ノ図 1 5.000 
油画額　昭和 10 年
3 月 11 日本部へ保
管転換

二重線

明治 25 年 9 月 27 日 セ 202 日光東照宮水屋ノ図 1 5.000 
油画額　仝上（昭
和 10 年 3 月 11 日
本部へ保管転換

二重線

明治 26 年 4 月 27 日 セ 203 菟道鳳凰堂内部ノ図 1 5.500 
明治 26 年 4 月 27 日 セ 204 二条城離宮白書院ノ図 1 5.500 

明治 26 年 9 月14 日 セ 205-
262 日光山各廟社装飾図 58 29.000 折本六冊ノ内、第

三巻
明治 26 年 12 月12 日 セ 263 芝文照院表門ノ図 1 5.000 
明治 26 年 12 月12 日 セ 264 芝文照院拝殿ノ図 1 5.000 
明治 26 年 12 月12 日 セ 265 芝文照院仕切御門ノ図 1 5.000 
明治 26 年 12 月12 日 セ 266 芝文照院唐門ノ図 1 5.700 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 267 上野東照宮拝殿表面見取図 1 3.000 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 268 上野東照宮拝殿右側ノ図 1 3.000 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 269 上野東照宮唐門表面ノ図 1 3.000 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 270 上野東照宮唐門裏面ノ図 1 3.000 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 271 都久布須麻神社広縁ノ図 1 3.000 
明治 27 年 2 月 2 日 セ 272 竹生島観音堂唐破風ノ図 1 3.000 
明治 28 年 10 月11日 セ 273 日光山各廟社装飾図 1 冊 70 枚 46.500 
明治 28 年 10 月11日 セ 274 仝上（日光山各廟社装飾図） 1 冊 70 枚 28.850 
明治 29 年 1 月15 日 セ 275 各府県建物ニ関スル見取図 1 71.000 

明治 29 年 9 月 24 日 セ 276-
317 日光山各廟社装飾図 42 枚 21.000 ×折本六冊ノ内

明治 29 年 9 月 25 日 セ 318-
323 芝霊屋諸門見取図 6 枚 見積 

18.000 

明治 29 年 9 月 25 日 セ 324 南都白毫寺多宝塔見取図 1 枚 見積 3.000 

明治 30 年 11 月17 日 セ 325-
339 各府県建物ニ見取ト装飾図 15 枚 15.000 折本一冊 ○

明治 32 年 3 月10 日 セ 340 実測図（二条城飛雲閣） 1 組 34 枚 24.000 

明治 33 年 1 月 24 日 セ 341-
369 日光山各廟社装飾図 29 枚 見積

 14.500 
折本六冊ノ内、
× No.369 ハ別ニ

明治 34 年 10 月 30 日 セ 370 法隆寺金堂平面図 1 巻 見積
 38.000 ○



一
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年　月　日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記

明治 34 年 10 月 30 日 セ 371 仝（法隆寺金堂）正面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 372 仝（法隆寺金堂）断面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 373 鳳凰堂平面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 374 仝（鳳凰堂）正面図 1 巻 見積
 38.000 

明治 34 年 10 月 30 日 セ 375 仝（鳳凰堂）断面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 376 飛雲閣平面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 377 仝（飛雲閣）正面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 378 仝（飛雲閣）断面図 1 巻 見積
 38.000 

明治 34 年 10 月 30 日 セ 379 二条城平面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 380 仝（二条城）正面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 34 年 10 月 30 日 セ 381 仝（二条城）断面図 1 巻 見積
 38.000 ○

明治 38 年 3 月10 日 セ 382-
493 古社寺実測図 112 枚 134.400 ○

明治 38 年 6 月 25 日 セ 494-
552 法隆寺中門図面 59 枚 73.750 ○

明治 38 年 6 月 25 日 セ 553-
560 三月堂図面 8 枚 10.000 ○

明治 39 年 3 月 9 日 セ 561-
582 鳳凰堂内部装飾 22 枚 80.000 ○

明治 39 年 3 月19 日 セ 583 東大寺法華堂図面 1 冊 54 枚 67.500 

明治 40 年 3 月14 日 セ 584-
619 法隆寺金堂天蓋模様 36 枚 144.250 

明治 40 年 3 月14 日 セ 620-
621

同（法隆寺金堂）虚空蔵光背
模様 2 枚 7.000 ○

明治 40 年 3 月14 日 セ 622-
626

同（法隆寺金堂）橘夫人厨子
壁画及台座模様写シ 5 枚 25.000 

586   1,088

明治 40 年 11 月 29 日 セ 627-
629

橘夫人厨子壁画及台座模様写
シ 3 枚 6.000 ○

589   1,091

明治 41 年 11 月19 日 セ 630-
634 室生寺金堂壁画写シ 5 枚 250.000 ○

1,096

明治 42 年 11 月 24 日 セ 635 興福寺三重塔内陣装飾 1 巻 40.000 

明治 42 年 11 月 24 日 セ 636 仝（興福寺）北円堂格天井其
他装飾 1 巻 10.000 ○

明治 42 年 11 月 24 日 セ 637 仝（興福寺北円堂）蟇股装飾 1 巻 10.000 
明治 42 年 11 月 24 日 セ 638 富貴寺壁画 1 巻 50.000 ○
明治 42 年 11 月 24 日 セ 639 仝（富貴寺）長押及鴨居装飾 1 巻 25.000 
明治 42 年 11 月 24 日 セ 640 仝（富貴寺）小壁ノ画 1 巻 15.000 

明治 43 年 3 月 8 日 セ 641-
679 日本建築図面 39 枚 10.000 

1,141

明治 44 年 11 月 25 日 セ 680 日光及芝徳川霊廟装飾図 1 冊 35.000 
明治 45 年 2 月 5 日 セ 681 棚ノ巻 1 巻 1.250 ○
明治 45 年 2 月 5 日 セ 682 棚ノ巻 1 巻 1.250 ○
明治 45 年 2 月 5 日 セ 683 門ノ巻 1 巻 1.750 二重線
明治 45 年 2 月 5 日 セ 684 門ノ巻 1 巻 1.750 

明治 45 年 2 月 5 日 セ 685-
687 栄山寺八角円堂貫及天蓋模様 3 巻 35.000 ○

明治 45 年 2 月 5 日 セ 688 法隆寺金堂内虚空蔵并光背模
様 1 巻 25.000 ○

明治 45 年 2 月 5 日 セ 689 仝上（法隆寺金堂）玉虫厨子
模様 1 巻 25.000 ○
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年　月　日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
明治 45 年 2 月 5 日 セ 690 薬師寺四天王模様 1 巻 25.000 ○
明治 45 年 3 月 28 日 セ 691 喜美流天守ノ巻 1 巻 1.500 ○
明治 45 年 3 月 28 日 セ 692 喜美流天守ノ巻 1 巻 1.500 ○
明治 45 年 3 月 28 日 セ 693 喜美流矢倉ノ巻 1 巻 1.500 
明治 45 年 3 月 28 日 セ 694 天守ノ図 1 折 0.500 ○
明治 45 年 3 月 28 日 セ 695 天守ノ図 1 折 ○
明治 45 年 3 月 28 日 セ 696 天守ノ図 1 折 ○
明治 45 年 5 月 20 日 セ 697 京都御所平面図 1 枚 2.500 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 698 青山御所平面図 1 枚 1.500 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 699 殿中儀式着席 1 枚 1.500 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 700 増上寺平面図 1 枚 0.500 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 701 江戸今川橋近傍ノ図 1 枚 0.300 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 702 能興行場所ノ図 1 枚 0.500 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 703 逢善寺側面図 1 枚 0.200 
明治 45 年 5 月 20 日 セ 704 東福寺楼門虹梁文様模写 1 葉 130.000 ○

明治 45 年 6 月 26 日 セ 705-
827 古社寺実測図 123 枚 123.000 ○

明治 45 年 6 月 26 日 セ 828 仝上（古社寺実測図） 1 枚 2.000 

大正 1 年 8 月 29 日 セ 829-
833 東福寺楼門模様模写図 5 枚 100.000 

大正 1 年 9 月 25 日 セ 834 麻布御殿図 1 枚 7.000 

大正 1 年 11 月12 日 セ 835-
836 旧江戸城玄関図 2 枚 7.000 ○

1,298

大正 2 年 3 月 31日 セ 837-
876 日本建築実測図 40 枚 72.000 ○

大正 2 年 10 月13 日 セ 877-
895 仝上（日本建築実測図） 19 枚 28.500 ○

大正 2 年 12 月13 日 セ 896-
920 日本建築図 25 枚 30.000 ○

大正 3 年 1 月 29 日 セ 921-
930 日本建築図 10 枚 見積

 5.000 大窪登寄贈

大正 3 年 3 月 28 日 セ 931 朝鮮古墳壁画模本 1 組（31 枚） 1000.000 ○
大正 3 年 7 月1日 セ 932 江戸城本丸図 1組（112枚） 28.000 ○

1,535

大正 3 年 11 月 9 日 セ 933 万延年間御普請江戸城本丸ノ
図 1 組 63 枚 見積 

18.900 大島盈株寄贈 ○

大正 3 年 11 月16 日 セ 934 日本建築図面類 1 組 100 枚 見積
 120.000 吉本郷孝寄贈 ○

大正 4 年 4 月 30 日 セ 935 奈良春日山地獄谷三尊仏拓本 1 幅 3.000 ○
大正 4 年 4 月 30 日 セ 936 奈良春日山地獄谷三尊仏拓本 1 幅 3.000 ○
大正 4 年 4 月 30 日 セ 937 奈良春日山地獄谷三尊仏拓本 1 幅 3.000 ○
大正 4 年 5 月14 日 森松（カ） セ 938 日本建築金具図 1 冊 20.000 

大正 4 年 5 月14 日 セ 939-
940 仝上（日本建築金具図） 2 巻 12.000 

大正 4 年 5 月14 日 セ 941 仝上（日本建築金具）拓本 1 巻 3.000 

大正 4 年 6 月 28 日 二本松 セ 942-
955 日本建築図 14 枚 21.000 ○

1,719

大正 5 年 4 月 24 日 二本松 セ 956-
965 日本建築図 10 枚 15.000 ○

大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 966 春日権現記 3 巻 15.000 
大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 967 吉備公遣唐伝巻 3 巻 15.000 
大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 968 加茂祭伝巻 1 巻 8.000 
大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 969 世諺問答 1 巻 5.000 
大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 970 石山寺縁起 5 巻 12.000 
大正 5 年 6 月 20 日 大橋 セ 971 出産図伝巻 1 巻 1.500 
大正 5 年 6 月 29 日 大橋 セ 972 類聚雑要抄 7 巻 88.000 
大正 5 年 6 月 29 日 大橋 セ 973 雲図鈔 1 巻 20.000 
大正 5 年 7 月 5 日 国華社 セ 974 展覧図録 1 部 10.000 

1,752

大正 5 年 11 月18 日 佐野 セ 975-
979 暖房関係図面 5 枚 12.000 ○
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大正 6 年 2 月10 日 セ 980 道成寺縁起 2 巻 6.700 
大正 6 年 2 月12 日 セ 981 浅野侯爵家宝絵譜 1 部 17.000 
大正 6 年 2 月12 日 セ 982 雪舟山水小軸 1 巻 7.500 ○

1,761

大正 7 年 2 月 8 日 セ 983 勧及修学院離宮実測図 1 組 108 枚 237.600 
大正 7 年 5 月 6 日 セ 984 東海道五十三次 1 組 55 枚 17.500 ○
大正 7 年 10 月16 日 セ 985 勧学院実測図 1 組 10 枚 150.000 ○
大正 7 年 10 月16 日 セ 986 日本建築参考図 1 組 125 枚 25.000 
大正 7 年 10 月16 日 セ 987 丸清版東海道五十三次 1 組 55 枚 32.000 

2,114

大正 9 年 1 月 31日 セ 988 木曽街道六十九次 1 組 72 枚 35.000 
大正 9 年 4 月18 日 セ 989 今昔対照江戸百景 1 冊 28.000 

2,116

大正 11 年 10 月13 日 セ 990 江戸城本丸殿舎造営正寸図 1 組 19 枚 100.000 ○
2,135

大正 14 年 3 月 9 日 セ 991 朝鮮建築実測図 1 組 26 枚 100.000 岩井長三郎ヨリ
寄贈

大正 14 年 3 月 25 日 小場恒吉 セ 992 朝鮮平安南道真池洞双楹塚内
部壁画模写 1 組 16 枚 900.000 ○

大正 14 年 3 月 25 日 小場恒吉 セ 993 朝鮮平安南道大同郡大同江面
古墳出土漆器文様模写 1 枚 100.000 

大正 14 年 11 月 30 日 小場恒吉 セ 994 朝鮮平安南道真池洞双楹塚内
部壁画模写 1 組 6 枚 200.000 震災復旧費ヨリ

購入 ○

大正 14 年 12 月 7 日 セ 995 広島県尾道市浄土寺茶室実測
図 1 枚 10.000 文部省宗教局雇ニ

調製ヲ依頼ス
大正 15 年 6 月15 日 鈴木久吉 セ 996 高台寺月見台実測図 1 組 3 枚 30.000 ○
大正 15 年 6 月17 日 牧野正巳 セ 997 詩仙堂実測図 1 組 5 枚 50.000 
大正 15 年 10 月1日 日夏義雄 セ 998 白水阿弥陀堂実測図 1 組 4 枚 40.000 

2,197

昭和 5 年 6 月 24 日 村上義雄 セ 999 法隆寺東大門実測図 1 組 6 枚 21.000 
昭和 5 年 6 月 24 日 村上義雄 セ 1000 法隆寺伝法堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 5 年 6 月 24 日 村上義雄 セ 1001 東大寺法華堂経庫実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 5 年 6 月 24 日 村上義雄 セ 1002 唐招提寺講堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 5 年 6 月 24 日 村上義雄・
乾兼松 セ 1003 唐招提寺鼓楼実測図 1 組 11 枚 38.500 

昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1004 室生寺金堂実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1005 室生寺勧頂堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1006 栄山寺八角堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1007 新薬師寺本堂実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1008 吉野水分神社実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1009 霊山寺三重塔実測図 1 組 8 枚 28.000 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1010 極楽院本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1011 春日神社本殿実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1012 宇治神社本殿実測図 1 組 9 枚 31.500 ○

昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1013 本派本願寺能舞台附橋掛実測
図 1 組 9 枚 31.500 

昭和 5 年 7 月 5 日 乾兼松 セ 1014 北野神社三光門、後門及透塀
実測図 1 組 14 枚 49.000 

昭和 5 年 7 月 5 日 臨時雇図工 セ 1015 水無瀬宮茶室実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1016 法隆寺西院経蔵実測図 1 組 10 枚 35.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1017 法隆寺西院南大門実測図 1 組 11 枚 38.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1018 法隆寺聖霊院実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1019 法隆寺西室実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1020 東大寺法華堂北門実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1021 東大寺法華堂手水屋実測図 1 組 5 枚 17.500 
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1022 東大寺仏餉屋実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1023 東大寺三昧堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1024 東大寺大湯屋実測図 1 組 11 枚 38.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1025 室生寺本堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1026 般若寺塔婆実測図 1 組 1 枚 3.500 
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昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1027 円融寺本堂実測図 1 組 9 枚 31.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1028 建長寺昭堂実測図 1 組 12 枚 42.000 
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1029 建長寺仏殿実測図 1 組 25 枚 87.500 
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1030 建長寺唐門実測図 1 組 10 枚 35.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1031 笠森寺本堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1032 金剛寺観月堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1033 金剛寺楼門実測図 1 組 10 枚 35.000 
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1034 金剛寺本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1035 太山寺本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1036 浄土寺浄土堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1037 明王院五重塔実測図 1 組 5 枚 17.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1038 浄土寺多宝塔実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1039 最勝院五重塔実測図 1 組 14 枚 49.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1040 石上神宮拝殿実測図 1 組 6 枚 21.000 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1041 石上神宮楼門実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1042 都祁水分神社本殿実測図 1 組 3 枚 10.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1043 小野八幡神社本殿実測図 1 組 7 枚 24.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1044 厳島千畳閣実測図 1 組 9 枚 31.500 
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1045 神魂神社本殿実測図 1 組 9 枚 31.500 ○
昭和 6 年 7 月14 日 臨時雇図工 セ 1046 鹿島神宮拝殿実測図 1 組 9 枚 31.500 

小計 377
累計 2,574

昭和 6 年 9 月1日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1047 浅間神社本殿実測図 1 組 11 枚 38.500 

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1048 金鑽神社塔婆実測図 1 組 10 枚 35.000 

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1049 不退寺本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1050 不退寺南門実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1051 不退寺塔婆実測図 1 組 4 枚 14.000 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1052 法隆寺北室院南門実測図 1 組 2 枚 7.000 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1053 十輪院南門実測図 1 組 2 枚 7.000 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1054 観心寺訶梨帝母天堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1055 観心寺書院実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 6 年 7 月14 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1056 松生院本堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1057 秋篠寺本堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1058 法華寺本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1059 新薬師寺東門実測図 1 組 3 枚 10.500 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1060 新薬師寺南門実測図 1 組 4 枚 14.000 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1061 文殊院白山堂実測図 1 組 2 枚 7.000 ○

昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1062 於美阿志神社石塔婆実測図 1 組 1 枚 3.500 
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昭和 6 年 10 月 3 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1063 園城寺塔婆実測図 1 組 9 枚 31.500 

昭和 6 年 11 月 5 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1064 櫻井神社拝殿実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 6 年 11 月 5 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1065 吉備津神社南随神門実測図 1 組 6 枚 21.000 ○

昭和 6 年 11 月 5 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1066 平等院観音堂実測図 1 組 6 枚 21.000 ○

昭和 6 年 11 月 5 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1067 道成寺楼門実測図 1 組 9 枚 31.500 ○

昭和 6 年 11 月 5 日
臨時雇図工
柳吉治、
古川伊勢吉

セ 1068 観菩提寺本堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 6 年 11 月17 日 益田篤士 セ 1069 姫路城古図 1 組 1 枚 35.000 ○
昭和 6 年 11 月17 日 山野直 セ 1070 姫路城古図 1 組 1 枚 35.000 ○

昭和 7 年 1 月 7 日 臨時雇図工
古川伊勢吉 セ 1071 富士嶽神社東宮本堂実測図 1 組 1 枚 3.500 ○

昭和 7 年 1 月 7 日 臨時雇図工
古川伊勢吉 セ 1072 東大寺二月堂参篭所実測図 1 組 6 枚 21.000 

昭和 7 年 1 月 7 日 臨時雇図工
古川伊勢吉 セ 1073 石堂寺本堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○

昭和 7 年 1 月 7 日 臨時雇図工
古川伊勢吉 セ 1074 園城寺金堂実測図 1 組 16 枚 56.000 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1075 西願寺阿弥陀堂実測図 1 組 7 枚 24.500 

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1076 東大寺二月堂閼伽井屋実測図 1 組 6 枚 21.000 

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1077 長岳寺楼門実測図 1 組 5 枚 17.500 

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1078 春日神社東舎実測図 1 組 2 枚 7.000 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1079 春日神社祭器蔵実測図 1 組 5 枚 17.500 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1080 春日神社南廻廊実測図 1 組 3 枚 10.500 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1081 吉田寺塔婆実測図 1 組 6 枚 21.000 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1082 新薬師寺鐘楼実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1083 八坂神社末社蛭子社々殿実測

図 1 組 3 枚 10.500 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1084 西明寺三重塔実測図 1 組 10 枚 35.000 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1085 金剛寺多宝塔実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 7 年 7 月 30 日 荘司、
大谷図工 セ 1086 金剛寺御影堂実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 8 年 2 月 28 日 大谷図工 セ 1087 長谷寺本堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○
昭和 8 年 2 月 28 日 大谷図工 セ 1088 堂島阿弥陀堂実測図 1 組 8 枚 28.000 ○
昭和 8 年 2 月 28 日 大谷図工 セ 1089 油日神社本殿実測図 1 組 9 枚 31.500 ○
昭和 8 年 2 月 28 日 大谷図工 セ 1090 白山姫神社本殿実測図 1 組 7 枚 24.500 ○

昭和 10 年 12 月10 日 高瀬広次 セ 1091 吉村邸実測図 1 組 14 枚 70.000 大阪府南河内郡高
鷲村島泉所在 ○

昭和 12 年 7 月 6 日 藤島教授ヨ
リ寄贈 セ 1092 西村邸書院実測図 1 組 5 枚 35.000 

昭和 12 年 7 月 6 日 藤島教授ヨ
リ寄贈 セ 1093 西村邸一部拓本実測図 1 組 3 枚 6.000 ○

昭和 12 年 7 月 6 日 藤島教授ヨ
リ寄贈 セ 1094 西村邸茶室松花堂実測図 1 組 6 枚 42.000 ○

記述がある欄のみ書き出した。
各品目に後年書き加えられた印および線は右欄に追記として記した。
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表４　に印　正倉院御物写シ巻物

年　月　日 納　人 番　号 品　　　目 員　数 価　格 結末・備考 追　記
39/8.6 に 1-8 8 巻 70.000 ○


